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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成30年4月26日(2018.4.26)

【公開番号】特開2016-200555(P2016-200555A)
【公開日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-066
【出願番号】特願2015-82256(P2015-82256)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  15/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   15/02     　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｎ   33/24     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月13日(2018.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　建設材料を均一に分散して流下させ、当該流下する建設材料を撮影することにより粒度
分布を解析するための粒度分布解析方法であって、
　建設材料を供給する供給手段と、前記供給手段に供給する前記建設材料の質量を計測す
る質量計測手段と、前記供給手段から供給される建設材料を均一に拡散した状態で流下さ
せる拡散流下手段と、前記均一に拡散した状態で流下する建設材料を撮影する撮像手段と
、前記撮像手段で撮影した画像データを画像解析することにより、前記建設材料の粒度分
布を解析する粒度分布解析手段とを備え、
　前記粒度分布解析手段は、
　粒度分布が既知である建設材料を用いて重回帰分析を行うことにより粒度毎に回帰式を
作成し、
　前記回帰式に、解析対象となる建設材料の画像解析結果から算出される説明変数を代入
して、粒度毎の解析対象質量率を算出し、
　算出した各粒度の解析対象質量率を用いて、前記解析対象である建設材料の粒度分布を
解析する、
ことを特徴とする建設材料の粒度分布解析方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記粒度分布解析手段における工程は、
　粒度分布が既知である建設材料を用いて、当該建設材料における粒度毎の土粒子平均短
径と合計投影面積とを算出する工程と、
　粒度毎の前記合計投影面積を、各粒度の合計投影面積の総和である全投影面積で除して
無次元化することにより、投影面積率を算出する工程と、
　粒度毎の合計質量を、各粒度の合計質量の総和である全質量で除して無次元化すること
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により、質量率を算出する工程と、
　目的変数を前記質量率とし、説明変数を前記土粒子平均短径及び前記投影面積率として
重回帰分析を行い、粒度毎に回帰式を作成する工程と、
　前記回帰式に、解析対象となる建設材料の画像解析結果から算出される解析対象土粒子
平均短径及び解析対象投影面積率を代入して、粒度毎の解析対象質量率を算出する工程と
、
　前記算出した各粒度の解析対象質量率を用いて、前記解析対象である建設材料の粒度分
布を解析する工程と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の建設材料の粒度分布解析方法。
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